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説明

WINC1500-XPROはIEEE® 802.11 b/g/n規格を支援するATWINC15x0-MR210xB IoT(物のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ)単位部の性
能を評価するための拡張基板です。WINC1500 Xlained Pro拡張基板はXplained Pro評価基盤に2.4GHz ISM帯での
WiFi®機能を提供するように設計されています。このｷｯﾄはATWINC15x0-MR210xB無線単位部の機能へのｱｸｾｽを
提供して独自設計にこの単位部を統合する方法を説明します。

図1. WINC1500 Xplained Pro拡張基板
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1. 序説

1.1. 特徴

・ IEEE 802.11 b/g/n規格仕様準拠Wi-Fi単位部:
 - 20MHz単一空間ｽﾄﾘｰﾑ(1×1)、2.4MGHz ISM帯で最大72.2MbpsのPHY速度を支援
 - 支援する網機能: TCP、UDP、DHCP、ARP、HTTP、SSL、DNS
 - SPIを通すﾎｽﾄ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを支援
・ 統合した電力増幅器(PA)、送受信切り換え器と印刷回路基板(PCB)空中線
・ 非常に低い入力水準(感度)と長い距離範囲を支援
・ MCU負荷軽減のためのﾁｯﾌﾟ上網階層支援
・ ｼｽﾃﾑ ｿﾌﾄｳｪｱのために統合されたﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ
・ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞI2CとUARTﾍｯﾀﾞ用実装ﾊﾟﾀｰﾝ
・ 拡張ﾎﾟｰﾄとRESETｽｨｯﾁ用実装ﾊﾟﾀｰﾝ
・ 電流測定ﾍｯﾀﾞ
・ 暗号認証(任意選択)
・ Xplained Pro拡張ﾊｰﾄﾞｳｪｱ識別ｼｽﾃﾑ
・ -40～85℃の動作温度範囲を支援
・ 下表で示される実装ﾊﾟﾀｰﾝ互換単位部を支援。ｷｯﾄは既定によってATWINC1510-MR210PB単位部を含みます。

表1-1. 無線単位部

単位部番号 説明ﾋﾟﾝ数 規制認定

ATWINC1500-MR210PB 28 ATWINC1500Bﾁｯﾌﾟ(4MBﾌﾗｯｼｭ)とPCB印刷空中線で認定された単位部 FCC,IC,CE

ATWINC1500-MR210UB 28 ATWINC1500Bﾁｯﾌﾟ(4MBﾌﾗｯｼｭ)とu.FLｺﾈｸﾀで認定された単位部 FCC,IC

ATWINC1510-MR210PB 28 ATWINC1510Bﾁｯﾌﾟ(8MBﾌﾗｯｼｭ)とPCB印刷空中線で認定された単位部 FCC,IC,CE

ATWINC1510-MR210UB 28 ATWINC1510Bﾁｯﾌﾟ(8MBﾌﾗｯｼｭ)とu.FLｺﾈｸﾀで認定された単位部 計画

・ ATWINC1510-MR210PBに対して認定された規制認証ID:
 - 米国/FCC ID : 2ADHKATWINC1510
 - 加州
  ・ IC ID : 20266-ATWINC1510
  ・ HVIN : ATWINC1510-MR210PB
 - 欧州 - CE

1.2. ｷｯﾄ概要

WINC1500-XPROはXplained Pro基盤に対するSmartConnect-ATWINC15x0-MR210xB Wi-Fi単位部用拡張基板です。Wi-Fi機能
を提供するためにどのXplained Pro MCU基板上のどのXplained Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞにも繋がります。

図1-1. WINC1500-XPRO概要

標準Xplained Pro拡張ﾍｯﾀﾞ

XPRO IDﾁｯﾌﾟ ATSHA204A GPIO検査点
ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞUARTｺﾈｸﾀ用実装ﾊﾟﾀｰﾝ

ATWINC15x0-MR210xB単位部

拡張ﾎﾟｰﾄ用実装ﾊﾟﾀｰﾝ
電力測定ｼﾞｬﾝﾊﾟ

暗号ﾁｯﾌﾟ
2連LED

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞI2Cｺﾈｸﾀ用実装ﾊﾟﾀｰﾝ
RESETｽｨｯﾁ用実装ﾊﾟﾀｰﾝ
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2. 開始に際して
WINC1500-XPROはEXT1と記されたXplained Pro拡張ﾍｯﾀﾞで接続するように設計されています。けれども、これは全てのXplained Pr 
oのEXTﾍｯﾀﾞ共互換です。適合するXplained Proのﾍｯﾀﾞを探すにはXplained Pro評価ｷｯﾄのﾋﾟﾝ記述を参照してください。

2.1. Xplained Pro即時開始

Xplained Pro基盤の探索を始めるための以下の段階:

 1. Microchip Studio/MPLAB® Xをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてｲﾝｽﾄｰﾙしてください。

 2. Microchip Studio/MPLAB® Xを開始してください。

Xplained Pro評価ｷｯﾄが最初にPCへ接続される時にｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑはﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｿﾌﾄｳｪｱを自動的にｲﾝｽﾄｰﾙします。このﾄﾞﾗｲﾊﾞは
32ﾋﾞｯﾄと64ﾋﾞｯﾄの両版のMicrosoft® Windows® XP、Windows Vista®、Windows 7、Windows 8、Windows 10とWindows Server 2012を
支援します。

Xplained Pro MCU基板が給電されると、電源LED(緑)が点灯し、Microchip Studio/MPLAB® Xは接続された特定のXplained Pro 
MCUと拡張基板を自動的に検出します。Microchip Studioでｷｯﾄの最初に訪れる頁はｷｯﾄ用の高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF:Advanced 
Software Framework)とAtmel START応用例ｺｰﾄﾞを始める任意選択を持ちます。目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽは基板上の組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞに
よってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを行われ、故に外部の書き込み器やﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙが全く必要とされません。

2.2. 設計資料と関連ﾘﾝｸ

以下の一覧はWINC1500-XPROに対する関連資料とｿﾌﾄｳｪｱへのﾘﾝｸを含みます。

・ WINC1500-XPRO - 製品頁

・ WINC1500-XPRO設計資料 - 回路図、部品表、組立図、3D図、階層図などを含む一括

・ ATWINC1500 - ATWINC15x0単位部製品頁

・ ATWINC15x0-MR210xB - 無線単位部ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ

・ ATWINC15x0B-MU  - 無線ﾁｯﾌﾟ ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ

・ ATWINC1500 Wi-Fi網制御器ｿﾌﾄｳｪｱ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの手引き - 応用記述

・ ATWINC1500 Wi-Fi網制御器ｿﾌﾄｳｪｱ設計の手引き - 設計の手引き

・ ATECC508A概要ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ - 暗号認証装置ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ

・ Xplained Pro製品 - Xplained Proは評価ｷｯﾄはﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗと他の製品に対して小型で使い易い評価ｷｯﾄの系列です。これは各
種MCU系統の機能と能力の評価と実演のための安価なMCU基板の系列から成ります。

・ Microchip Studio - Microchip Studioはﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用C/C++とｱｾﾝﾌﾞﾘ言語の開発用無料Atmel IDEと関連資料を提供します。

・ Atmelﾃﾞｰﾀ可視器 - Atmelﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)はﾃﾞｰﾀを処理して可視化するのに使われるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。ﾃﾞｰﾀ可視器は
Xplained Pro基板で見つかる組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとCOMﾎﾟｰﾄのような様々な供給元か
らﾃﾞｰﾀを受け取ることができます。

・ EDBG使用者の手引き - 基板上組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞについてのより多くの情報を含む使用者の手引き

http://ww1.microchip.com/downloads/en/DeviceDoc/Atmel-42388-ATWINC1500-Xplained-Pro_UserGuide.zip
http://www.microchip.com/DevelopmentTools/ProductDetails.aspx?PartNO=ATWINC1500-XPRO
https://www.microchip.com/DS70005304
https://www.microchip.com/ATWINC1500
http://www.microchip.com/DS70005374
http://www.microchip.com/DS00002389
http://www.microchip.com/wwwappnotes/appnotes.aspx?appnote=en597656
http://www.microchip.com/developmenttools/listing.aspx?catid=f99dd953-96d2-4b08-9d34-393b764a1d12&leftnavid=f99dd953-96d2-4b08-9d34-393b764a1d12
https://www.microchip.com/DS20005928
http://www.microchip.com/development-tools/atmel-studio-7
http://www.microchip.com/development-tools/atmel-studio-7/data-visualizer
http://ww1.microchip.com/downloads/en/DeviceDoc/Atmel-42096-Microcontrollers-Embedded-Debugger_User-Guide.pdf
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3. Xplained Pro
Xplained Proはﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ基板(評価ｷｯﾄ)と拡張基板の系列を含む評価基盤です。Microchip Studioはこれらの基板でﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄ
ﾛｰﾗを書き込んでﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするのに使われます。Microchip Sudioはﾄﾞﾗｲﾊﾞと実演ｺｰﾄﾞ、それとﾃﾞｰﾀの流れと高度なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを支援する
ﾃﾞｰﾀ可視器(Visualizer)を持つ高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF:Advanced Software Framework)とAtmel STARTを含みます。Xplained Pro
評価ｷｯﾄは標準化されたﾍｯﾀﾞとｺﾈｸﾀを通して広範囲のXplained Pro拡張基板に接続することができます。Xplained Pro拡張基板は
どの基板がXplained Pro評価ｷｯﾄに接続されたかを一意に識別するための識別(ID)ﾁｯﾌﾟを持ちます。

3.1. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ識別ｼｽﾃﾑ

全てのXplained Pro拡張基板はXplained Pro評価ｷｯﾄに接続される基板を一意に識別ための識別ﾁｯﾌﾟ(ATSHA204 CryptoAuthentic 
ation™(暗号認証))と共に来ます。このﾁｯﾌﾟはそれの名前といくつかの追加ﾃﾞｰﾀでその拡張を識別する情報を含みます。Xplained 
Pro拡張がXplaind Pro評価基板に接続される時にこの情報が読まれてMicrochip Studio/MPLAB® Xへ送られます。下表は内容例と
共にこのIDﾁｯﾌﾟに格納されるﾃﾞｰﾀ領域を示します。

表3-1. Xplained Pro IDﾁｯﾌﾟ内容

ﾃﾞｰﾀ領域 ﾃﾞｰﾀ形式 内容例

製造業者(Manufacturer) ASCII文字列 Microchip'\0'

製品名(Product Name) ASCII文字列 Segment LCD1 Xplained Pro'\0'

製品改訂(Product Revision) ASCII文字列 02'\0'

製品通番(Product Serial Number) ASCII文字列 1774020200000010’\0’

最小電圧(Minimum Voltage) [mV] uint16_t 3000

最大電圧(Maximum Voltage) [mV] uint16_t 3600

最大電流(Maximum Current) [mA] uint16_t 30

3.2. Xplained Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞ

全てのXplained Proｷｯﾄは多くの2列20ﾋﾟﾝ100milの拡張ﾍｯﾀﾞを持ちます。Xplained Pro MCU基板はｵｽ ﾍｯﾀﾞを持ち、一方でXplained 
Pro拡張はそれらのﾒｽ対応部品を持ちます。下表は接続された全てのﾋﾟﾝのﾋﾟﾝ説明を提供します。

情報: 全てのﾋﾟﾝが常に全ての拡張ﾍｯﾀﾞに接続される訳ではありません。

拡張ﾍｯﾀﾞは様々なXplained Pro拡張をXplained Pro MCU基板へ接続するか、またはXplained Pro MCU基板上の目的対象MCUの
ﾋﾟﾝに入出力するのに使うことができます。

表3-2. Xplained Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞ

ﾋﾟﾝ番号 ﾋﾟﾝ名 説明

1 ID 拡張基板上のIDﾁｯﾌﾟと通信するためのﾋﾟﾝ

2 GND 接地

3 ADC(+) A/D変換器、或いは差動A/D変換の正端子用ﾋﾟﾝ

4 ADC(-) A/D変換器、或いは差動A/D変換の負端子用ﾋﾟﾝ

5 GPIO1 汎用入出力ﾋﾟﾝ

6 GPIO2 汎用入出力ﾋﾟﾝ

7 PWM(+) ﾊﾟﾙｽ幅変調、或いは差動PWMの正出力部用ﾋﾟﾝ

8 PWM(-) ﾊﾟﾙｽ幅変調、或いは差動PWMの負出力部用ﾋﾟﾝ

9 IRQ/GPIO 割り込み要求線/汎用入出力ﾋﾟﾝ

10 SPI_SS_B/GPIO 直列周辺ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(SPI)用従装置選択/汎用入出力ﾋﾟﾝ

11 I2C_SDA I2Cｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用ﾃﾞｰﾀ ﾋﾟﾝ。常に接続、ﾊﾞｽ形式

12 I2C_SCL I2Cｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用ｸﾛｯｸ ﾋﾟﾝ。常に接続、ﾊﾞｽ形式

13 UART_RX 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのUARTの受信ﾋﾟﾝ

14 UART_TX 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのUARTの送信ﾋﾟﾝ

15 SPI_SS_A SPI用従装置選択。このﾋﾟﾝは他の何かに接続されないことが望まれます。

16 SPI_MOSI SPI主装置出力従装置入力ﾋﾟﾝ。常に接続、ﾊﾞｽ形式

17 SPI_MISO SPI主装置入力従装置出力ﾋﾟﾝ。常に接続、ﾊﾞｽ形式

18 SPI_SCK SPIｸﾛｯｸ ﾋﾟﾝ。常に接続、ﾊﾞｽ形式

19 GND 拡張基板用接地ﾋﾟﾝ

20 VCC 拡張基板用電源ﾋﾟﾝ
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4. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ仕様

4.1. ﾍｯﾀﾞとｺﾈｸﾀ

4.1.1. WINC1500-XPRO拡張ﾍｯﾀﾞ

WINC1500-XPROはPCBのｼﾙｸ ｽｸﾘｰﾝでEXTと記された1つのXplained Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞを実装します。このﾍｯﾀﾞはこの基板をど
のXplained Pro MCU基板へも接続することを可能にします。以下の表は拡張ﾍｯﾀﾞに対するﾋﾟﾝ記述を提供します。無線単位部の中
でSPIはﾎｽﾄ専用で、UARTはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用で、I2Cは開発ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用です。UARTとI2Cの信号は各々J103とJ104のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｺﾈｸﾀを通して
入出力されます。基板上でこれらの抵抗器の場所を見つけるにはWINC1500-XPRO設計資料を参照してください。同様に、ﾎｽﾄとの
無線単位部のI2C_SDAとI2C_SCLの接続は各々R107とR108を取り外すことによって分離することができます。J100でのI2C接続はﾎｽﾄ
による暗号ﾃﾞﾊﾞｲｽ制御に使うことができます。

表4-1. WINC1500-XPRO拡張ﾍｯﾀﾞ

ﾋﾟﾝ番号 ﾋﾟﾝ名 説明

1 ID_DATA IDﾁｯﾌﾟに対する通信線

2 GND 接地

3 NC -

4 NC -

5 RESET_N 基板に対するLow活性ﾊｰﾄﾞｳｪｱ ﾘｾｯﾄ

6 WAKE 無線単位部に対するHigh活性ﾎｽﾄ起こし制御信号

7 NC -

8 NC -

9 IRQN 無線単位部からﾎｽﾄへの割り込み要求出力

10 CHIP_EN ﾎｽﾄから無線単位部へのHigh活性単位部許可信号

11 I2C_SDA I2Cｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用ﾃﾞｰﾀ線

12 I2C_SCL I2Cｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用ｸﾛｯｸ線

13 UART_RX 目的対象MCU UARTの受信ﾋﾟﾝ

14 UART_TX 目的対象MCU UARTの送信ﾋﾟﾝ

15 SPI_SSN ﾎｽﾄから無線単位部へのSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのLow活性従装置選択信号

16 SPI_MOSI 目的対象MCU SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの主装置出力従装置入力信号

17 SPI_MISO 目的対象MCU SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの主装置入力従装置出力信号

18 SPI_SCK SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのｸﾛｯｸ信号

19 GND 接地

20 VCC_TARGET ﾎｽﾄMCU基板からの目的対象+3.3V供給電圧

4.1.1.1. 電力測定ﾍｯﾀﾞ

電流測定(J102)ﾍｯﾀﾞは電圧計を使ってATWINC15x0-MR210xB単位部によって消費される総電流を測定するのに使うことができま
す。単位部の総電流消費を測定するには、J102からｼﾞｬﾝﾊﾟを取り外してそのﾋﾟﾝを渡して電圧計を接続してください。ｼﾞｬﾝﾊﾟを渡る基
板上の1Ω抵抗器は電圧降下と電流消費間で1:1の関係を与えます。

4.1.1.2. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｺﾈｸﾀ

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞUART(J103)ﾍｯﾀﾞは基板に実装されません。以下の表はｺﾈｸﾀと単位部ﾋﾟﾝの説明を提供します。このｺﾈｸﾀはUARTを用いる
ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用に実装されることが推奨されます。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ記録を出力ためにJ103ｺﾈｸﾀとPCを接続するのにFTDIのようなUSB高速-UART
(変換)ｹｰﾌﾞﾙが必要とされます。ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄをﾃﾞﾊﾞｯｸﾞUART通信用に設定するために以下の設定が推奨されます。ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ設定
用の最新設定を見つけるにはSAM D21 Xplained Proを使うATWINC1500 Wi-Fi用開始の手引きを参照してください。

・ ﾎﾞｰﾚｰﾄ : 460800
・ ﾃﾞｰﾀ : 8ﾋﾞｯﾄ
・ ﾊﾟﾘﾃｨ : なし
・ 停止 : 1ﾋﾞｯﾄ
・ 流れ制御 : なし

表4-2. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞUARTｺﾈｸﾀ J103

UARTｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝ ATWINC15x0-MR210xB単位部ﾋﾟﾝ 機能

1 19 UART RX

2 14 UART TX

3 28 接地

http://ww1.microchip.com/downloads/en/devicedoc/atmel-42417-getting-started-guide-for-atwinc1500wifi-using-samd21-xplained-pro_userguide.pdf
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ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞI2C(J104)ﾍｯﾀﾞは基板に実装されません。以下の表はｺﾈｸﾀと単位部ﾋﾟﾝの説明を提供します。このﾞI2Cｺﾈｸﾀはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞと試験
用にだけ実装することが推奨されます。J104ｺﾈｸﾀをPCと接続するのにAardvarkのようなI2C/SPIﾎｽﾄ ｱﾀﾞﾌﾟﾀが必要とされます。

表4-3. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞI2Cｺﾈｸﾀ J104

I2Cｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝ ATWINC15x0-MR210xB単位部ﾋﾟﾝ 機能

1 2 I2C SCL

2 28 接地

3 3 I2C SDA

4 - 接続なし

無線単位部のI2CとUARTのﾋﾟﾝは拡張ﾎﾟｰﾄ(J101)ｿｹｯﾄでも接続されます。このｺﾈｸﾀは拡張基板接続またはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ目的に使うことが
できます。これは現在基板に実装されません。

表4-4. 拡張ﾎﾟｰﾄ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｺﾈｸﾀ J101

拡張ﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝ ATWINC15x0-MR210xB単位部ﾋﾟﾝ 機能

1 3 I2C_SDA

2 - NC

3 2 I2C_SCL

4 19 UART_RXD

5 28 GND

6 14 UART_TXD

7 - NC

8 28 GND

9 4 RESET_N

10 20,23 VCC_MODULE (+3.3V)

4.2. WINC1500-XPROの周辺機能

4.2.1. ATWINC15x0-MR210xB制御信号

ATWINC15x0-MR210xB主制御ﾋﾟﾝはXplained Pro拡張ﾍｯﾀﾞに接続されます。SPIはﾎｽﾄ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ専用です。

表4-5. ATWINC15x0-MR210xB制御信号

拡張ﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ ATWINC15x0-MR210xB単位部ﾋﾟﾝ 機能

5 4 RESET_N

6 11 WAKE

9 13 IRQ_N

10 22 CHIP_EN

15 16 SPI_SSN

16 15 SPI_MOSI

17 17 SPI_MISO

18 18 SPI_SCK

4.2.2. LED

Xplained Pro拡張基板上でATWNC15x0-MR210xBによって制御される
1つの2連緑/赤LEDがあります。これらのLEDは応用状態を示すのに使
われます。

表4-6. LED接続

ATWINC15x0-MR210xB単位部ﾋﾟﾝ 機能

27 GPIO 5 (緑LED)

1 GPIO 6 (赤LED)

4.2.3. 暗号ﾃﾞﾊﾞｲｽ

WINC1500-XPROはCryptoAuthentication™ﾃﾞﾊﾞｲｽ(ATECC508A)が特
徴です。2つの従装置(WINC1500単位部と暗号ﾃﾞﾊﾞｲｽ)間で同じI2Cｲﾝ
ﾀｰﾌｪｰｽが共有されます。Xplained Pro MCU基板のﾎｽﾄMCUがこのI2C
に対する主装置です。ﾎｽﾄとの無線単位部のI2C接続は暗号ﾃﾞﾊﾞｲｽと
MCU間の通信のためにR107とR108を取り外すことによって分離するこ
とができます。この通信で何か問題がある場合、R104とR105のﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ
抵抗を実装することが推奨されます。

表4-7. 暗号ﾃﾞﾊﾞｲｽ接続

ATWINC15x0-MR210xB単位部ﾋﾟﾝ 機能

3 I2Cﾃﾞｰﾀ

2 I2Cｸﾛｯｸ
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4.3. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂履歴

4.3.1. 製品IDと改訂の識別

WINC150-XPROの改訂と製品識別子はPCBの裏側の張り紙を探すことによって見つけることができます。識別子と改訂はA09-nnnn 
rrとして平文で印刷され、ここでのnnnnは識別子で、rrは改訂です。この張り紙は各基板に対して固有の10桁の通番も含みます。

WINC1500-XPORに対する製品識別子はA09-2442です。

4.3.2. 改訂

WINC1500 Xplained Proの改訂6が最初の公開版です。WINC1500 Xplained Proの改訂14が最新公開版です。

5. 注文情報
以下の表はATWINC1500-XPRO評価基板の注文詳細を記述します。

表5-1. 注文詳細

型番 ｷｯﾄ説明注文符号 包装内容

WINC1500-XPRO ATWINC1500-XPRO ATWINC1500 Xplained Pro拡張ｷｯﾄ ATWINC1500 Xplained Pro拡張基板

WINC1500-XSTK ATWINC1500-XSTK ATWINC1500 Xplained Proｽﾀｰﾀ ｷｯﾄ
SAMD21 Xplained Pro、WINC1500 Xplain 
ed Pro拡張基板、I/O1 Xplained Pro拡張
基板、2本のUSB A型-B型ｹｰﾌﾞﾙ(1.5m)

6. 文書改訂履歴
改訂A (2017年5月)

・ Microchip形式を使うこの資料の最初の公開

以前に公開したAtmel改訂

文書改訂 日付 注釈

42388A 2015年4月15日 初版文書公開

42388B 2015年11月17日 無線単位部部品番号を更新

改訂B (2021年4月)

・ 4.1.1.2.項でﾎﾞｰﾚｰﾄを更新

・ 新しい用語で更新。より多くの詳細については下の注をご覧ください。

注: Microchipは技術的な文書とこの製品の既存ｿﾌﾄｳｪｱ ｺｰﾄﾞで使われるいくつかの用語が時代遅れで不適切なことに気付いていま
す。この文書はこの文書内で参照されるｿｰｽ ｺｰﾄﾞ、ｿﾌﾄｳｪｱGUI、文書で反映されるかもしれないし、されないかもしれないそれら
の新しい用語を使うかもしれません。以下の表はこの文書で行われた関連用語を示します。

(訳注) 本書では誤った過剰反応よりも、より適切な意味と全体的な整合性を優先するため日本語に於ける変更はありません。

表6-1. 変更関連用語

旧用語 説明新用語

Master Host 以下の項が新用語で更新されています。
・ 3.2. Xplained Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞ
・ 4.1.1. WINC1500-XPRO拡張ﾍｯﾀﾞ
・ 4.2. WINC1500-XPROの周辺機能

Slave Client
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Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ

Microchipはwww.microchip.com/で当社のｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ経由でのｵﾝﾗｲﾝ支援を提供します。このｳｪﾌﾞ ｻｲﾄはお客様がﾌｧｲﾙや情報を容
易に利用可能にするのに使われます。利用可能な情報のいくつかは以下を含みます。

・ 製品支援 - ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと障害情報、応用記述と試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、設計資源、使用者の手引きとﾊｰﾄﾞｳｪｱ支援資料、最新ｿﾌﾄｳｪｱ配布と
保管されたｿﾌﾄｳｪｱ

・ 全般的な技術支援 - 良くある質問(FAQ)、技術支援要求、ｵﾝﾗｲﾝ検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ、Microchip設計協力課程会員一覧

・ Microchipの事業 - 製品選択器と注文の手引き、最新Microchip報道発表、ｾﾐﾅｰとｲﾍﾞﾝﾄの一覧、Microchip営業所の一覧、代理
店と代表する工場

製品変更通知ｻｰﾋﾞｽ

Microchipの製品変更通知ｻｰﾋﾞｽはMicrochip製品を最新に保つのに役立ちます。加入者は指定した製品系統や興味のある開発ﾂｰ
ﾙに関連する変更、更新、改訂、障害情報がある場合に必ず電子ﾒｰﾙ通知を受け取ります。

登録するにはwww.microchip.com/pcnへ行って登録指示に従ってください。

お客様支援

Microchip製品の使用者は以下のいくつかのﾁｬﾈﾙを通して支援を受け取ることができます。

・ 代理店または販売会社
・ 最寄りの営業所
・ 組み込み解決技術者(ESE:Embedded Solutions Engineer)
・ 技術支援

お客様は支援に関してこれらの代理店、販売会社、またはESEに連絡を取るべきです。最寄りの営業所もお客様の手助けに利用で
きます。営業所と位置の一覧はこの資料の後ろに含まれます。

技術支援はwww.microchip.com/supportでのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを通して利用できます。

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽでの以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が安全であると考えます。

・ Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽのｺｰﾄﾞ保護機能を破ろうとする試みに使われる不正でおそらく違法な方法があります。当社はこれらの方法が
Microchipのﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれた動作仕様外の方法でMicrochip製品を使うことが必要とされると確信しています。これらのｺｰﾄﾞ保
護機能を破ろうとする試みは、おそらく、Microchipの知的財産権に違反することなく達成することはできません。

・ Microchipはそれのｺｰﾄﾞの完全性について心配されている何れのお客様とも共に働きたいと思います。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は製品が”破ることができない”
ことを当社が保証すると言うことを意味しません。ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的
に改善することを約束します。Microchipのｺｰﾄﾞ保護機能を破る試みはﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。そのよ
うな行為があなたのｿﾌﾄｳｪｱや他の著作物に不正なｱｸｾｽを許す場合、その法律下の救済のために訴権を持つかもしれません。

法的通知

この刊行物に含まれる情報はMicrochip製品を使って設計する唯一の目的のために提供されます。ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関する情報は
皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新によって取り換えられるかもしれません。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保
証するのは皆さまの責任です。

この情報はMicrochipによって「現状そのまま」で提供されます。Microchipは非侵害、商品性、特定目的に対する適合性の何れの黙
示的保証やその条件、品質、性能に関する保証を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面ま
たは黙示の如何なる表明や保証もしません。

如何なる場合においても、Microchipは情報またはその使用に関連するあらゆる種類の間接的、特別的、懲罰的、偶発的または結
果的な損失、損害、費用または経費に対して責任を負わないものとします。法律で認められている最大限の範囲で、情報またはそ
の使用に関連する全ての請求に対するMicrochipの全責任は、もしあれば、情報のためにMicrochipへ直接支払った料金を超えな
いものとします。生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因す
る全ての損害、請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchip
のどの知的財産権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されません。

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/pcn
http://www.microchip.com/support


WINC1500-XPRO

© 2021 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き DS50002616B - 10頁

商標

Microchipの名前とﾛｺﾞ、Mcicrochipﾛｺﾞ、Adaptec、AnyRate、AVR、AVRﾛｺﾞ、AVR Freaks、BesTime、BitCloud、chipKIT、chipKITﾛ
ｺﾞ、CryptoMemory、CryptoRF、dsPIC、FlashFlex、flexPWR、HELDO、IGLOO、JukeBlox、KeeLoq、Kleer、LANCheck、LinkMD、
maXStylus、maXTouch、MediaLB、megaAVR、Microsemi、Microsemiﾛｺﾞ、MOST、MOSTﾛｺﾞ、MPLAB、OptoLyzer、PackeTime、PI 
C、picoPower、PICSTART、PIC32ﾛｺﾞ、PolarFire、Prochip Designer、QTouch、SAM-BA、SenGenuity、SpyNIC、SST、SSTﾛｺﾞ、Super 
Flash、Symmetricom、SyncServer、Tachyon、TimeSource、tinyAVR、UNI/O、Vectron、XMEGAは米国と他の国に於けるMicrochip 
Technology Incor poratedの登録商標です。

AgileSwitch、APT、ClockWorks、The Embedded Control Solutions Company、EtherSynch、FlashTec、Hyper Speed Control、Hyper 
Light Load、IntelliMOS、Libero、motorBench、mTouch、Powermite 3、Precision Edge、ProASIC、ProASIC Plus、ProASIC Plusﾛｺﾞ、
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けるMicrochip Technology Incorporatedの登録商標です。
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国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの商標です。

SQTPは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの役務標章です。

Adaptecﾛｺﾞ、Frequency on Demand、Silicon Storage Technology、Symmcomは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の登録商
標です。

GestICは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の子会社であるMicrochip Technology Germany II GmbH & Co. KGの登録商
標です。

ここで言及した以外の全ての商標はそれら各々の会社の所有物です。

© 2021年、Microchip Technology Incorporated、米国印刷、不許複製

品質管理ｼｽﾃﾑ

Microchipの品質管理ｼｽﾃﾑに関する情報についてはwww.microchip.com/qualityを訪ねてください。

日本語© HERO 2021.

本使用者の手引きはMicrochipのWINC1500 Xplained Pro使用者の手引き(DS50002616B-2021年4月)の翻訳日本語版です。日本
語では不自然となる重複する形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部分
もあります。必要に応じて一部加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。

http://www.microchip.com/quality
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